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び
て
い
る
が
、
巨
額
な
資
金
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
チ
リ
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
頼
れ
る
の
は
民
間
投
資
、
い
わ
ゆ
る
資
源
メ
ジ
ャ
ー
で
あ

る
Ｂ
Ｈ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
、
コ
デ
ル
コ
な
ど
か
ら
の
投
資
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
資
源
メ
ジ
ャ
ー
も
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
な
不
公
正
に
対
す
る
国
民
的
な
抗
議

を
受
け
、
政
府
は
現
在
、
新
し
い
憲
法
案
を
起
草
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
民
間
企
業
に
依
存
し
な

い
「
給
水
シ
ス
テ
ム
」
の
改
革
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
過
去
三
カ
月
間
、
地
下
水
く
み
上
げ
を
停

止
命
令
さ
れ
た
Ｂ
Ｈ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
は
給
水
不
足
の
為
に
今
年
の
銅
生
産
量
は
減
少
す
る
と
述
べ
、

ま
た
既
存
の
事
業
を
水
不
足
の
為
に
縮
小
す
る
計
画
も
発
表
し
て
い
る
。
現
在
、
建
設
中
の
海
水

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
は
、
資
材
不
足
と
コ
ロ
ナ
禍
で
二
〇
二
二
年
の
操
業
開
始
が
遅
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
五
万
ト
ン
以
上
の
銅
生
産
に
影
響
が
出
る
と
予
想
し
て
い
る
。
ま
さ
に
銅
生
産
は
水
資
源

量
に
直
結
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
．
チ
リ
の
水
事
情

　

国
土
面
積
は
日
本
の
約
二
倍
で
人
口
は
千
九
百
六
十
八
万
人
（
二
〇
二
一
年
国
連
推
定
値
）
で

あ
る
。

　

チ
リ
全
土
で
は
世
界
平
均
の
約
八
倍
（
約
五
万
三
千
㎥
／
年
）
の
使
用
可
能
水
量
が
あ
り
、
水

に
恵
ま
れ
た
国
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
国
土
が
南
北
に
四
三
〇
〇
キ
ロ
、
東
西
幅
は
約
一
七
七
キ

ロ
と
細
長
く
、
地
域
に
よ
り
水
賦
存
量
は
極
端
に
異
な
っ
て
い
る
。
南
端
は
、
氷
河
と
い
う
巨
大

な
水
源
が
あ
る
が
、
北
部
の
砂
漠
地
帯
は
降
水
量
ゼ
ロ
の
地
域
も
存
在
す
る
。
国
土
中
央
に
位
置

す
る
首
都
サ
ン
チ
ア
ゴ
で
も
市
民
一
人
当
た
り
年
間
使
用
可
能
水
量
は
約
八
〇
〇
㎥
で
、
国
連
が

　

銅
の
世
界
市
場
、
特
に
付
加
価
値
が
高
い
無
酸
素
銅
（
酸
化
物
を
含
ま
な
い
高
純
度
銅
）
は
電

子
・
電
気
産
業
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
を
目
指
す
自
動
車
産
業
、
精
密
電
子
工
業
な
ど
か
ら
引

っ
張
り
だ
こ
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
の
１
９
９
億
米
ド
ル
か
ら
二
〇
二
五
年
に
は
２
５
９
億
米
ド

ル
（
約
二
兆
八
千
五
百
億
円
）
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

世
界
に
お
け
る
銅
産
出
量
の
三
割
超
を
産
出
す
る
チ
リ
で
は
、
銅
の
輸
出
収
入
が
、
同
国
の
輸

出
総
額
の
五
割
を
超
え
て
い
る
。
つ
ま
り
銅
輸
出
に
よ
る
外
貨
収
入
が
国
家
を
支
え
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

　

鉱
山
用
水
と
し
て
、
今
ま
で
は
表
流
水
と
地
下
水
を
使
用
し
て
い
た
が
、
ア
ン
デ
ス
高
地
に
居

住
す
る
人
々
の
生
活
用
水
（
地
下
水
主
体
）
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
頻
発
し
、
九
〇
年
代
の
環
境

規
制
強
化
（
地
下
水
汲
み
上
げ
規
制
）
に
よ
り
水
利
権
の
取
得
が
難
し
く
な
り
、
か
つ
既
存
の
水

利
権
が
高
値
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
用
水
対
策
と
し
て
海
水
淡
水
化
が
脚
光
を
浴
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方
法
で
あ
り
粗
鉱
か
ら
精
鉱
へ
の
銅
実
収
率
は
、
九
〇
％

を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
の
使
用
量
は
、
鉱
石
の
種

類
、
山
元
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
が
、
一
般
的
に
銅
鉱
石

一
ト
ン
に
対
し
、
水
一
ト
ン
必
要
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

統
計
に
よ
る
と
銅
鉱
石
八
四
万
ト
ン
／
日
（
二
〇
〇
〇
年

時
点
）
産
出
の
際
、
水
資
源
は
八
三
万
ト
ン
／
日
使
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
水
量
は
四
一
五
万
人
／
日
の
水
道
供
給
量

と
同
等
で
あ
る
。（
換
算
：
首
都
サ
ン
チ
ア
ゴ
、
一
人
当

た
り
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
／
日
水
道
使
用
）

　

鉱
山
用
水
と
し
て
淡
水
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
で
は
必

要
水
量
が
不
足
す
る
た
め
に
海
水
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

チ
リ
銅
委
員
会
の
報
告
（
二
〇
二
一
年
二
月
）
に
よ
る
と
、

現
在
稼
働
し
て
い
る
海
水
施
設
の
う
ち
、
海
水
淡
水
化
プ

ラ
ン
ト
は
八
箇
所
で
、
海
水
送
水
施
設
は
三
箇
所
で
あ
る
。

さ
ら
に
報
告
書
は
二
〇
二
八
年
ま
で
に
銅
増
産
の
た
め
に

は
十
五
箇
所
の
新
設
プ
ラ
ン
ト
が
必
要
で
あ
り
、
水
源
の
内
訳
と
し
て
海
水
淡
水
化
に
よ
る
淡
水

が
六
割
、
海
水
の
直
接
利
用
が
四
割
と
予
測
し
て
い
る
。

三
．
チ
リ
の
海
水
淡
水
化
の
現
状
と
将
来

　

海
水
淡
水
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
る
背
景
に
は
、
銅
鉱
山
開
発
用
の
水
需
要
の
要
請
と

定
め
る
水
ス
ト
レ
ス
（
年
間
一
人
当
た
り
一
七
〇
〇
㎥
以
下
は
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
）
の

半
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
の
異
常
気
象
が
同
国
の
水
不
足
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。

　

銅
の
鉱
山
開
発
は
主
に
、
水
資
源
の
不
足
し
て
い
る
乾
燥
地
帯
で
行
わ
れ
、
地
元
住
民
か
ら
生

活
用
水
不
足
の
苦
情
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
チ
リ
の
「
水
一
般
局
（
Ｄ
Ｇ
Ａ
）」
は
鉱
山

用
・
水
使
用
禁
止
区
域
を
二
〇
一
九
年
度
中
に
全
国
三
十
箇
所
か
ら
七
十
箇
所
に
増
や
す
と
発
表

し
、
既
存
区
域
の
水
利
権
の
新
設
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
禁
止
、
さ
ら
に
既
存
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
拡

張
に
つ
い
て
も
当
局
の
承
認
事
項
と
す
る
な
ど
と
公
布
し
た
が
、
水
利
権
の
高
騰
を
防
ぐ
た
め
に
、

ど
の
地
域
が
禁
止
に
な
る
か
の
公
表
は
避
け
て
い
る
。

　

近
年
北
部
の
ア
タ
カ
マ
砂
漠
に
は
、
世
界
最
大
級
の
銅
鉱
山
だ
け
で
は
な
く
、
需
要
の
伸
び
が

期
待
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
鉱
山
も
開
発
途
上
で
、
年
々
水
需
要
増
強
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。

チ
リ
銅
鉱
山
庁
は
、
二
〇
二
九
年
ま
で
に
、
現
在
使
用
水
量
の
約
三
倍
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
水
さ
え
あ
れ
ば
、
国
家
収
入
に
直
結
す
る
銅
や
リ
チ
ウ
ム
開
発
が
加
速
度
的
に
進
む
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

二
．
な
ぜ
銅
鉱
山
開
発
に
水
が
必
要
な
の
か

　

銅
鉱
石
は
単
体
と
し
て
銅
が
含
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
黄
銅
鉱
（
銅
品
位
約
一
〇
～
三
〇

％
、CuFeS

2

）
の
周
り
に
閃
亜
鉛
鉱
、
鉛
鉱
、
黄
鉄
鉱
、
磁
硫
鉄
鉱
、
重
晶
石
な
ど
が
ま
つ
わ
り

付
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
金
属
別
に
分
離
（
選
鉱
）
す
る
た
め
に
、
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
「
水

が
主
役
の
浮
遊
選
鉱
法
」
で
あ
る
。
鉱
石
を
細
か
く
粉
砕
し
、
水
、
気
包
剤
、
金
属
捕
集
剤
を
加

え
、
発
生
し
た
泡
に
目
的
と
す
る
有
価
金
属
を
付
着
・
浮
遊
さ
せ
不
純
物
（
廃
石
）
と
分
離
す
る
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過
去
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
続
く
深
刻
な
水
不
足
で
あ
る
。
過
去
二
十
年
間
で
五
〇
％
以
上
降
水

量
が
減
少
し
て
お
り
、
畜
産
業
、
養
蜂
業
、
農
業
事
業
者
へ
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

　

現
在
、
ア
タ
カ
マ
砂
漠
地
帯
に
あ
る
資
源
メ
ジ
ャ
ー
Ｂ
Ｈ
Ｐ
社
の
世
界
最
大
級
の
エ
ス
コ
ン
デ

ィ
タ
銅
鉱
山
と
、
北
部
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
州
の
サ
ル
デ
ィ
バ
ル
鉱
山
が
、
地
下
水
汲
み
上
げ
拡

張
許
可
を
申
請
し
て
い
る
。
し
か
し
当
局
は
近
年
の
干
ば
つ
被
害
や
地
元
住
民
の
反
対
を
考
慮
し
、

認
可
を
先
送
り
し
て
い
る
。

㈠　

海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
…
…
年
々
巨
額
投
資
が
必
要

　

チ
リ
は
二
〇
〇
三
年
に
初
の
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
を
手
に
入

れ
、
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
住
民
の
水
道
用
と
し
て
一
五
〇
リ
ッ
ト

ル
／
秒
（
日
換
算
一
二
，九
六
〇
㎥
）
で
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後

鉱
山
用
水
確
保
の
為
に
大
規
模
な
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
が
建
設

さ
れ
、
二
〇
一
三
年
か
ら
操
業
し
て
い
る
セ
ロ
ネ
グ
ロ
ノ
ル
テ
鉱

山
向
け
海
淡
プ
ラ
ン
ト
は
毎
秒
八
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
で
、
海
岸
の
海

水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
か
ら
鉱
山
ま
で
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
八
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
総
事
業
費
１
・
８
億
米
ド
ル
で
三
菱
商
事

が
日
本
企
業
で
初
め
て
参
画
。

　

二
〇
一
八
年
に
エ
ス
コ
ン
デ
ィ
ダ
に
増
設
さ
れ
た
Ｂ
Ｈ
Ｐ
向
け

プ
ラ
ン
ト
（
二
五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
／
秒
）
で
は
投
資
金
額
は
３
０

億
米
ド
ル
（
約
三
千
三
百
億
円
）
を
超
え
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
鉱
山
は
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
後
背
地
に
あ
り
、
海
岸
に
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
を
設

置
し
、
二
～
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
超
え
、
鉱
山
に
水
供
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
水
輸
送
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
は
総
延
長
一
五
〇
キ
ロ
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。

㈡　

海
水
淡
水
化
の
問
題
点
…
…
使
用
電
力
の
増
大

　

海
水
淡
水
化
は
逆
浸
透
膜
（
Ｒ
Ｏ
膜
）
に
高
圧
ポ
ン
プ
で
海
水
を
送
り
込
み
、
脱
塩
す
る
仕
組

み
で
、
脱
塩
水
（
淡
水
）
を
一
ト
ン
製
造
す
る
た
め
に
は
、
約
四
ｋ
Ｗ
ｈ
／
㎥
の
電
力
を
必
要
と

す
る
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
海
水
淡
水
化
用
電
力
使
用
量
は
四
一
％
増
加
し
、
二
〇
三
〇
年
の
必

要
電
力
量
は
三
〇
・
六
Ｔ
Ｗ
ｈ
と
予
測
し
て
い
る
。
チ
リ
の
電
源
構
成
（
二
〇
一
八
年
）
は
、
水

力
四
一
％
、
石
炭
火
力
四
〇
％
、
そ
の
他
化
石
燃
料
火
力
七
％
、
太
陽
光
七
％
な
ど
で
あ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役
で
あ
る
水
力
発
電
は
、
近
年
の
干
ば
つ
に
よ
り
比
率
が
低
下
。
不
安

定
な
電
力
事
情
も
海
水
淡
水
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　　

さ
い
ご
に

　

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
米
国
系
企
業
に
よ
り
銅
鉱
山
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

高
ま
り
で
一
九
五
五
年
に
国
営
チ
リ
銅
公
社
が
設
立
さ
れ
、
世
界
的
な
銅
価
格
上
昇
を
受
け
国
家

収
入
が
倍
増
し
「
南
米
経
済
の
優
等
生
」
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、
現
在
は
水
不
足
が
国

家
経
済
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
水
無
く
し
て
国
家
な
し
」

で
あ
る
。
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